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チーム くじら班



農業の安定化
→安定の確保を理念に３つの政策

安定

需要供給

労働⼒ 収⼊



⾷育
→消費者意識の形成
 JAC（⽇本農業団体）
→⼟地を効率的に使⽤、給料制導⼊
シニア農業
→労働⼒確保

おじいちゃん達
がんばって！



欧⽶⾷の普及
⼀⼈暮らしの増加、医⾷同源の意識低下

⼀⼈⼀年当たりの⽶・野菜の消費量の推移（農⽔省しらべ）



総合学習での⾷育強化
内容
→⾷育（安全⾯、栄養⾯）
→国産野菜の需要喚起

⾷育

従来の農業体験

国産

確かな
安全性

⾼い
栄養価



後継者がいない、儲からない、管理費が
払えない

（農⽔省調べ）



 JAC（⽇本農業団体）の設⽴
・耕作地、⽣産量、流通すべてを管理
・給料制導⼊

売る 労働⼒

買う 給料・⼟地

JAC

消費者 農家



⼟地の調査・管理
→効率的な⼟地利⽤、新規就農者の受⼊
効率的な⽣産量の管理、卸売
→価格調整、ブランド⼒の形成
給料制
→安定した収⼊



シニア農業：定年退職後の農業従事
ねらい
・労働⼒の確保
・適度な運動→健康増進→医療費抑制
・静かで穏やかな農業ライフの提案



内容
・60歳〜65歳の間で2年程度の農業指導を受
講→実践（JACへの加⼊）

・⼩学⽣の農業体験との連携
→⼦供と触れ合えば元気になる！

孫と触れ合えて
わしゃあ幸せ者じゃ！

おじいちゃん
かっこいい！

私にも農業教えて！



⼩学⽣のうちから⾷育を強化することで消費者意識の形成

JACによる効率的な⽣産、給料制による安定した収⼊

⾼齢者の労働⼒を再利⽤

これらの政策により
安定した需要供給、収⼊、労働⼒が確⽴



安
定
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農業
再⽣


